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砂田向壱氏の誇演  

5
 
 
 



［垂麺〕2β・什26  軒千明  毎日新聞  

会
館
で
あ
り
、
関
係
者
ら
 
 

約
8
0
0
人
が
参
加
し
 
 

た
。
 
 
 

「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
、
 
 

金
を
出
さ
な
い
、
利
用
し
 
 

な
い
」
の
「
暴
力
団
追
放
3
 
 

「暴力団追放3ない運動」を宣言するなどした大会F＝和歌山市で  

潔
い
連
動
」
を
重
口
。
暴
力
 
 

団
追
放
運
動
蔓
貝
献
し
た
 
 

個
人
や
団
体
の
表
彰
が
あ
 
 

り
、
銃
や
暴
力
団
に
よ
る
 
 

犯
罪
の
棍
絶
を
訴
え
る
市
 
 

民
団
体
「
ス
ト
ッ
フ
・
ガ
 
 

ン
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
廠
」
の
 
 

砂
田
向
壱
代
表
が
、
∴
社
 
 

会
．
の
 

請
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
 
 

砂
田
さ
ん
は
ア
メ
リ
ヵ
 
 

留
学
中
だ
っ
た
息
子
（
当
 
 

時
2
2
歳
）
を
強
盗
犯
の
銃
 
 

撃
で
亡
く
し
た
。
ア
ズ
リ
 
 

カ
で
の
銃
を
取
り
巻
く
状
 
 

況
、
情
報
化
の
進
む
社
会
 
 

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
 
 

「
警
察
、
教
育
、
行
政
、
 
 

戯
砲
販
売
店
な
ど
が
包
括
 
 

的
に
関
心
を
寄
せ
て
い
か
 
 

な
い
限
り
、
戯
が
犯
罪
に
 
 

使
わ
れ
る
こ
と
は
減
っ
て
 
 

い
か
な
い
」
と
訴
え
た
。
 
 

【
宮
嶋
梓
帆
】
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暴
力
団
追
放
を
目
指
し
 
 

明
る
い
社
会
を
琴
」
う
 
 

と
、
塵
、
和
歌
山
市
、
県
 
 

警
本
部
、
㈲
県
暴
力
団
追
 
 

放
県
民
セ
ン
タ
ー
は
2
0
 
 

日
、
元
歌
山
市
民
会
館
で
 
 

「
第
1
7
回
暴
力
団
追
放
県
 
 

民
・
市
民
大
会
～
銃
器
犯
 
 

罪
根
絶
～
」
を
開
い
た
。
 
 
 

市
立
和
歌
山
商
業
高
校
 
 

の
1
年
の
生
徒
や
一
般
市
 
 

民
な
ど
約
8
0
0
人
が
来
 
 

場
∩
∵
息
子
を
銑
で
殺
さ
 
 

れ
、
銃
器
犯
罪
根
絶
活
動
 
 

暴
追
県
民
市
民
大
会
に
8
0
0
人
 
 

を
行
う
警
雲
庁
創
設
市
民
 
 

組
織
ス
ト
ッ
プ
L
ガ
ン
・
 
 

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
砂
田
向
 
 

壱
代
表
を
招
き
、
「
社
会
 
 

の
変
化
と
国
民
の
要
請
」
 
 

と
苦
し
特
別
講
演
を
行
っ
 
 

銃器犯罪の恐ろしさを訴える砂田代表  

た
．
。
 
 
 

砂
田
代
表
は
、
文
明
の
 
 

利
器
発
展
や
格
差
社
会
の
 
 

問
題
な
ど
、
複
合
的
要
因
 
 

が
無
告
別
殺
人
を
引
ぎ
起
 
 

こ
し
て
い
る
と
主
張
。
ま
 
 

た
、
銃
に
よ
る
発
砲
事
件
 
 

で
1
0
年
間
で
2
9
8
人
が
 
 

死
亡
し
、
そ
の
う
ち
8
割
 
 

以
上
が
凛
刀
阻
に
よ
る
も
 
 

の
と
説
明
し
た
。
ス
ラ
イ
 
 

下
で
は
、
旺
婦
が
撃
た
 
 

れ
、
銃
弾
が
お
な
か
の
中
 
 

の
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
に
め
り
 
 

込
ん
だ
写
真
や
、
帝
を
撃
 
 

た
れ
形
を
な
し
て
い
な
い
 
 

写
真
を
映
⊥
、
銃
器
殺
人
 
 

の
恐
ろ
し
さ
を
訴
え
↓
銃
 
 

器
に
つ
い
て
の
情
報
が
あ
 
 

れ
ば
ど
ん
な
小
さ
な
も
の
 
 

で
も
寄
せ
て
ほ
し
い
」
と
 
 

協
力
を
呼
び
か
け
た
。
 
 

同
高
校
の
多
部
実
穂
さ
 
 

ん
（
望
は
「
撃
た
れ
た
人
 
 

の
映
像
を
見
て
銃
を
人
に
 
 

向
け
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
 
 

ひ
ど
い
こ
と
か
わ
か
っ
 
 

た
。
命
の
重
さ
を
考
え
て
 
 

ほ
し
い
」
。
同
セ
ン
タ
1
 
 

の
永
贋
清
実
専
務
理
事
は
 
 

「
我
々
が
先
頭
に
立
㌢
 
 

暴
力
団
竃
な
く
す
た
め
の
 
 

意
識
を
住
民
に
広
げ
て
い
 
 

き
た
い
」
と
話
し
て
い
 
 

た
。
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銃
で
子
亡
く
し
た
 
 

砂
田
さ
ん
が
講
演
 
 

暴
力
団
追
放
大
会
 
 
 

「
暴
力
団
追
放
県
民
；
歳
大
 
 

会
」
 
（
県
、
県
警
な
ど
主
催
）
が
 
 

2
0
日
、
和
歌
山
市
伝
法
積
商
ノ
丁
 
 

の
市
民
会
館
で
あ
っ
た
。
今
年
で
 
 

1
7
回
目
。
酪
係
者
約
4
8
0
人
と
 
 

市
立
和
歌
山
商
業
高
校
1
年
生
約
 
 

3
3
0
人
ら
が
参
加
し
た
。
 
 
 

大
会
で
は
、
・
永
松
健
次
・
県
警
 
 

本
部
長
が
「
県
底
、
市
民
が
暴
か
 
 

団
を
容
認
し
な
い
意
識
を
高
め
、
 
 

地
域
に
根
ざ
し
た
排
除
清
野
竺
 
 

と
呼
び
か
け
た
。
紀
の
川
市
生
活
 
 

安
全
暴
力
追
放
推
進
協
議
会
の
高
 
 

田
英
亮
会
長
が
「
恐
れ
な
い
十
全
 
 

を
出
さ
な
い
、
利
用
し
な
い
」
の
 
 

暴
力
団
追
放
3
な
い
運
動
の
実
践
 
 

を
訴
え
る
大
会
宣
言
を
詠
み
上
げ
 
 

た
。
 
 
 

こ
の
日
は
、
9
4
年
に
米
国
留
学
 
 

中
の
長
男
を
銃
撃
で
亡
く
し
た
 
 「

ス
下
ッ
プ
」
ガ
ン
・
キ
ャ
ラ
バ
 
 

ン
隊
」
の
砂
田
向
香
代
表
（
撃
が
 
 

講
贋
＝
写
真
。
銃
撃
を
安
け
た
長
 
 

男
と
病
院
で
対
面
し
た
つ
ら
い
記
 
 

憶
を
語
り
「
『
嫌
銃
意
識
』
の
徹
 
 

底
を
」
と
訴
え
た
。
散
弾
銃
の
犠
 
 

僅
者
の
遺
体
や
大
け
が
を
負
っ
た
 
 

人
の
写
真
が
ス
ク
リ
ト
ン
に
映
し
 
 

出
さ
れ
る
と
、
高
校
生
ら
は
息
を
 
 

の
み
な
が
ら
見
入
っ
て
い
た
。
 
 直垂垂〕  読売新聞  

団の勢力は減少しているが、  

さらなる努力をしよう」とあ  
いさつ。永松健次。⊆崇警去部  

長が県内に暴力団が28団佐  

廊和歌山で暴力団i皇放県民  

・市民大会 「第17回暴力団  

追放県民。市民大会」が20日、  

和歌山市イ云法橋南ノ丁の市民  

会館で行われ、市立手口歌山商  

業高校の生徒や市民ら約800  
人力ぎ参加】した。  
：た会では（＝坂知事が「暴力  

（10月末現召：）、存召：するこ  

とを覇妄苦し、「暴力団を恐れ  
ない」「金を出さない」「利  
用しない」という大会宣言を  

採択し7こ。   

また、アメリカ留学中の長  

野を銃犯索で亡くしノた砂田伺  

壱さん（福岡県）が、銃の棍  

絶を訴える講亘買を行い、「壷充  

は人を殺す以＿夕十に用途はな  

い」と述べた。，市立和歌山商  
高の近藤読替乃さん（：15）は「銃  

琴巳罪の話はショック7ごっ7こ。  

同じことが起きなし、ようにと  

思いました」と話し7こ。．   


